


平
成
３
年
、
長
門
市
教
育
委
員
会
委

員
に
就
任
。
以
来
12
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
教
育
行
政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
平
成
６
年
か
ら
５
年
間
は

長
門
市
教
育
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、

学
校
施
設
整
備
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
金
子
み
す
ゞ
の
感
性
を
基

調
に
し
た
副
読
本
「
み
ん
な
を
好
き
に
」

を
作
成
し
、「
い
き
る
力
」
の
育
成
に
努

め
る
な
ど
、
教
育
行
政
の
推
進
に
寄
与

さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

平
成
２
年
、
大
津
農
業
共
済
組
合
組

合
長
に
就
任
。
以
来
17
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
農
業
団
体
の
指
導
的
立
場
に
あ

り
、
農
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
平
成
７
年
に
広
域
合
併
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
山
口
県
西
部
農
業
共

済
組
合
の
副
組
合
長
・
組
合
長
、
山
口

県
農
業
共
済
組
合
理
事
等
を
歴
任
さ

れ
、
農
業
共
済
組
合
の
充
実
強
化
と
農

家
生
活
の
安
定
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に

よ
る
も
の
で
す
。

教
育
功
労

藤
井
忠
昭
さ
ん

元
長
門
市
教
育
委
員
長

79
歳
（
俵
山
大
羽
山
）

●
自
治
行
政

◎
多
年
消
防
団
の
育
成
と
防
火
思
想

の
普
及
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

上
岡
　
康
雄
さ
ん

（
油
谷
新
別
名
東
大
坊
）

河
本
　
信
義
さ
ん

（
油
谷
津
黄
西
津
黄
）

西
村
　
良
一
さ
ん
（
三
隅
下
豊
原
）

●
産
業
振
興

◎
集
団
営
農
と
農
事
組
合
法
人
の
設

立
に
よ
り
地
域
の
農
業
振
興
に
尽

く
さ
れ
た
功
績

農
事
組
合
法
人
河
原
（
油
谷
河
原
）

農
事
組
合
法
人
へ
き
（
日
置
上
）

●
衛
生
振
興

◎
多
年
歯
科
医
師
と
し
て
地
域
歯
科

保
健
事
業
の
推
進
に
尽
く
さ
れ
た

功
績

吉
村
　
直
幹
さ
ん

（
東
深
川
正
明
市
４
区
）

◎
多
年
医
師
と
し
て
地
域
老
人
保
健

事
業
の
推
進
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

齋
木
　
良
彦
さ
ん
（
仙
崎
新
屋
敷
）

◎
多
年
母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
母

子
保
健
事
業
の
推
進
に
尽
く
さ
れ

た
功
績

中
本
　
信
子
さ
ん
（
渋
木
３
区
）

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
係

TEL
23
‐
１
１
１
４

長
門
市
で
は
、
長
門
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
地
域
社
会
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を
表
彰
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
の
受
賞
者
は
、
自
治
行
政
・
産
業
振
興
・
衛
生

振
興
の
部
門
で
功
績
の
あ
っ
た
６
人
と
２
団
体
で
、
11
月
29
日
、
市
物
産

観
光
セ
ン
タ
ー
で
松
林
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

山
口
県
が
地
方
自
治
や
文
化
芸
術
、
社
会
福
祉
な
ど
７
分
野
で
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
「
平
成
19
年
度
県
選
奨
」

の
選
奨
式
が
11
月
21
日
、
山
口
県
庁
で
行
わ
れ
、
長
門
市
か
ら
次
の

２
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
功
労

林
　
勇
治
さ
ん

山
口
県
西
部
農
業
共
済
組
合
組
合
長

73
歳
（
日
置
中
西
坂
本
）

感
想
文
の
部

大
　
賞

小
泉
沙
弥
華
（
仙
崎
小
６
年
）

最
優
秀
賞

中
谷
　
祥
基
（
向
陽
小
４
年
）

沖
津
　
鈴
華
（
日
置
小
５
年
）

優
秀
賞

重
村
真
惟
子
（
向
陽
小
４
年
）

泉
　
　
心
太
（
浅
田
小
４
年
）

荒
川
真
一
郎
（
向
陽
小
５
年
）

福
田
真
一
朗
（
大
畑
小
６
年
）

大
田
　
　
岬
（
俵
山
小
６
年
）

感
想
画
の
部

大
　
賞

磯
部
　
麻
美
（
神
田
小
４
年
）

最
優
秀
賞

井
上
　
東
也
（
日
置
小
５
年
）

平
成
19
年
度
「
み
す
ゞ
児
童
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
最
優
秀
作
品
の
表

彰
式
が
11
月
30
日
、
長
門
商
工
会
議
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
市
内
13
小
学
校
か
ら
、「
魚
の
嫁
入
り
」
や
「
叱
ら
れ
る

兄
さ
ん
」、「
曼
珠
沙
華
」
な
ど
金
子
み
す
ゞ
の
詩
６
編
を
課
題
に
し
た

感
想
文
、
感
想
画
と
自
由
詩
の
３
部
門
に
315
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

大
谷
み
の
り
（
向
陽
小
６
年
）

優
秀
賞

吉
川
　
は
な
（
向
陽
小
４
年
）

俵
道
　
彩
加
（
神
田
小
４
年
）

松
尾
加
奈
江
（
深
川
小
５
年
）

松
永
　
崇
史
（
向
陽
小
５
年
）

木
村
　
美
来
（
仙
崎
小
６
年
）

宮
原
　
　
翔
（
向
陽
小
６
年
）

自
由
詩
の
部

大
　
賞

福
田
　
理
紗
（
明
倫
小
１
年
）

最
優
秀
賞

原
川
　
真
穂
（
明
倫
小
２
年
）

藤
岡
　
直
人
（
神
田
小
３
年
）

磯
部
　
知
幸
（
神
田
小
４
年
）

末
永
　
大
貴
（
深
川
小
５
年
）

國
光
　
那
拓
（
浅
田
小
６
年
）

優
秀
賞

平
岡
　
　
柊
（
油
谷
小
１
年
）

児
玉
　
　
黎
（
俵
山
小
２
年
）

松
本
　
美
咲
（
向
陽
小
２
年
）

竹
内
　
　
歩
（
俵
山
小
３
年
）

藪
木
　
里
香
（
浅
田
小
３
年
）

中
尾
　
凌
也
（
明
倫
小
４
年
）

宇
野
　
真
士
（
油
谷
小
４
年
）

大
田
　
征
野
（
伊
上
小
５
年
）

中
澤
　
　
樹
（
油
谷
小
５
年
）

小
泉
沙
弥
華
（
仙
崎
小
６
年
）

光
谷
　
拓
巳
（
向
陽
小
６
年
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
が
12
月

31
日
を
基
準
日
と
し
て
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の

重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で

の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校

の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本

年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調

査
員
が
各
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

新
春
初
歩
き
ご
来
光
登
山

の
中
止
に
つ
い
て

元
旦
恒
例
の
「
新
春
初
歩
き
高
山

ご
来
光
登
山
」
の
催
し
は
今
年
度
か

ら
実
施
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

体
育
係

長
門
市
学
校
食
育
推
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
・

中
学
校
の
給
食
や
総
合
的
な
学
習
の

時
間
な
ど
で
、
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
「
食
」
や
「
農
業
」
に
関
す
る
正
し

い
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
に
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
ま

た
は
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容

出
前
講
座
、
郷
土
料
理
教
室
、
農

業
案
内
、
体
験
学
習
（
農
作
物
栽

培
指
導
な
ど
）
の
支
援
等

■
申
し
込
み
要
件

・
食
や
農
業
に
関
す
る
知
識
・
理
解

が
あ
る
こ
と

・
自
ら
車
な
ど
で
移
動
が
可
能
で
あ

る
こ
と

■
申
込
期
限
　
平
成
20
年
３
／
31
（月）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

学
事
係

し
ま
す
。
皆
様
か
ら
ご
提
出
し
て
い

た
だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
係

山
口
県
総
合
政
策
部

統
計
分
析
課
商
工
労
働
統
計
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
５
４



新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

長
門
市
の
新
し
い
民
生
委
員
・
児

童
委
員
（
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委

員
118
人
／
主
任
児
童
委
員
12
人
）
が

決
ま
り
、
12
月
１
日
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
に

お
い
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
、

地
域
の
見
守
り
活
動
や
高
齢
者
、
障

害
の
あ
る
人
、
母
子
・
父
子
家
庭
、

生
活
困
窮
者
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ま
た
、
関
係
行
政
機
関
等
と
の

パ
イ
プ
役
と
な
り
問
題
解
決
の
支
援

を
し
ま
す
。

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
よ
っ

て
設
置
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
児
童

委
員
・
主
任
児
童
委
員
は
児
童
福
祉

法
に
よ
り
民
生
委
員
が
兼
ね
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
任
児

童
委
員
は
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ

と
を
専
門
に
担
当
す
る
委
員
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
は
、

平
成
19
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
22
年

11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

地
域
福
祉
係

制
度
の
運
営
は
？

山
口
県
内
す
べ
て
の
市
町
が
加
入

す
る
「
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
」
が
行
い
ま
す
。

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
保
険
料
の
決
定
、
医
療
の

給
付
、
被
保
険
者
証
の
交
付
な
ど
を

行
い
ま
す
。

市
で
は
、
保
険
料
の
徴
収
、
各
種

申
請
の
受
付
、
被
保
険
者
証
の
引
き

渡
し
等
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

被
保
険
者
と
な
る
人
は
？

老
人
保
健
制
度
の
対
象
者
で
あ
る

75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
で
一
定

の
障
害
が
あ
る
と
認
定
を
受
け
た
人

を
含
む
）
は
、
平
成
20
年
４
月
以
降
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
（
国
民
健

康
保
険
や
社
会
保
険
等
）
か
ら
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
代

わ
り
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に
、
75

歳
に
な
る
人
は
、
75
歳
の
誕
生
日
か

ら
後
期
高
齢
者
制
度
の
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上
74
歳

で
一
定
の
障
害
が
あ
り
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
た
人
は
、
認
定
日
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
交
付
は
？

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
医
療
を
受
け
る
際
は
必

ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
は
、
平
成
20
年
３
月

に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

保
険
料
の
負
担
は
？

こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入

す
る
医
療
保
険
（
国
民
健
康
保
険
や

社
会
保
険
等
）
に
保
険
料
を
納
め
た

り
、
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
は
保

険
料
の
負
担
が
な
か
っ
た
り
し
ま
し

た
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は

被
保
険
者
全
員
が
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
低
所
得
者
の
人
や
こ
れ
ま

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
高
齢
者
に
か
か
る
医
療

費
も
増
大
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
、

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

で
保
険
料
負
担
が
な
か
っ
た
社
会
保

険
等
の
被
扶
養
者
の
人
に
つ
い
て

は
、
軽
減
等
の
措
置
が
あ
り
ま
す
。

社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
人
の
保
険
料
は
、
制
度
加
入
時
か

ら
２
年
間
均
等
割
額
の
み
と
な
り
、

こ
れ
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
特
別
対
策
と
し
て
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
ヵ
月
間
は
無

料
と
な
り
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
平

成
21
年
３
月
ま
で
の
６
ヵ
月
間
は
均

等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
？

保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
て
負
担

い
た
だ
く
部
分
（
所
得
割
）
と
被
保

険
者
全
員
に
等
し
く
負
担
い
た
だ
く

部
分
（
均
等
割
）
と
の
合
計
額
に
な

り
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
方
法
は
？

保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
場

合
や
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
年
金

額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、

納
付
書
等
に
よ
る
個
別
納
付
と
な
り

ま
す
。

病
院
な
ど
で
受
け
ら
れ
る

医
療
給
付
の
内
容
は
？

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
医
療
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

病
院
な
ど
の
窓
口
で
の

自
己
負
担
は
？

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
も
、
こ

れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様
、

被
保
険
者
が
支
払
う
自
己
負
担
の
割

合
は
１
割
で
す
。
た
だ
し
、
一
定
以

上
の
所
得
を
有
す
る
人
（
現
役
並
み

の
所
得
者
）
は
３
割
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年
金
医
療
係

TEL
23
‐
１
１
２
９

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

TEL
０
８
３
‐
９
２
１
‐
７
１
１
０



（注）１.し尿汲み取りは年末に申し込みが集中すると処理能力に限界があるため混乱します。早めにお申し込みください。
２.ごみは収集日をよく確認し、ルールを守って出してください。きれいなまちで気持ちのよい新年を迎えたいものです。
ご協力をお願いします。

３.１月３日（木）、ルネッサながとは「成人式」のみの開館になります。

平
成
19
年
度

重
度
障
害
者
福
祉
手
当

市
で
は
、
心
身
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
人
を
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
障
害
者
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
重
度
障
害
者
福
祉

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
の
際
は
、
対
象
と
な
る
人
の

障
害
者
手
帳
、
認
印
、
振
込
み
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
口
座
の
通
帳
（
障

害
者
本
人
ま
た
は
保
護
者
の
も
の
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
郵
便
貯
金

は
不
可
）

■
申
請
受
付
期
間

平
成
20
年
１
／
４
（金）
〜
３
／
31
（月）

■
申
請
受
付
場
所

本
庁
高
齢
障
害
課
障
害
福
祉
係

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

各
出
張
所

■
対
象
者
　

・
障
害
児

満
20
歳
未
満
の
人
で
身
体
障
害
者

手
帳
の
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
人
。

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
人

・
重
度
障
害
者

満
20
歳
以
上
の
人
で
身
体
障
害
者

手
帳
の
１
級
の
人
。
療
育
手
帳
の

Ａ
の
人
、
も
し
く
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
１
級
の
人
、
ま

た
は
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
も
し

く
は
３
級
の
人
で
、
療
育
手
帳
の

Ｂ
の
人
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
２
級
も
し
く
は
３
級

で
あ
る
人

・
そ
の
他
障
害
者

満
20
歳
以
上
の
人
で
身
体
障
害
者

手
帳
の
２
級
も
し
く
は
３
級
の
人
。

療
育
手
帳
の
Ｂ
の
人
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
２
級
も

し
く
は
３
級
の
人

■
受
給
資
格

平
成
20
年
３
月
１
日
に
長
門
市
の

住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登

録
原
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
護

者
で
、
重
度
障
害
者
お
よ
び
そ
の

他
障
害
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
障

害
者
等
本
人
が
非
課
税
世
帯
（
平

成
18
年
分
の
所
得
税
を
納
付
す
べ

き
人
が
い
な
い
世
帯
）
に
属
し
、

平
成
20
年
３
月
１
日
に
社
会
福
祉

施
設
に
入
所
ま
た
は
３
カ
月
以
上

の
入
院
を
し
て
い
な
い
人

■
手
当
の
額

受
給
資
格
（
平
成
20
年
３
月
１
日

現
在
）
の
認
定
後
、
年
額
を
一
括

し
て
支
給
し
ま
す

・
障
害
児
（
１
人
に
つ
き
）

年
額
　
３
０
、
０
０
０
円

・
重
度
障
害
者
（
１
人
に
つ
き
）

年
額
　
１
５
、
０
０
０
円

・
そ
の
他
障
害
者
（
１
人
に
つ
き
）

平
成
20
年
度

保
育
園
新
入
園
児
募
集

市
で
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
入

所
予
定
の
０
歳
（
７
カ
月
以
上
）
か

ら
５
歳
ま
で
の
保
育
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

■
入
所
受
入
年
齢

・
０
歳
児
（
７
ヵ
月
以
上
）
〜

通
保
育
園
、
東
深
川
保
育
園
、

み
の
り
保
育
園
、
三
隅
保
育
園
、

み
す
ゞ
保
育
園

・
１
歳
児
〜
　
そ
の
他
の
保
育
園

※
年
齢
は
入
所
月
初
日
の
年
齢

■
入
所
で
き
る
基
準

・
親
、
同
居
の
祖
父
母
等
が
昼
間
自

宅
外
で
仕
事
に
従
事
し
、
保
育
が

で
き
な
い
場
合

・
親
、
同
居
の
祖
父
母
等
が
昼
間
自

宅
内
で
子
と
離
れ
て
、
日
常
の
家

事
以
外
の
仕
事
に
従
事
し
、
保
育

が
で
き
な
い
場
合

・
母
親
が
出
産
の
前
後
で
保
育
で
き

な
い
場
合

・
親
が
病
気
ま
た
は
心
身
に
障
害
が

あ
り
保
育
で
き
な
い
場
合

・
親
が
家
庭
内
で
、
長
期
に
介
護
を

要
す
る
親
族
の
た
め
、
そ
の
介
護

に
あ
た
り
保
育
で
き
な
い
場
合

・
災
害
に
よ
り
保
育
で
き
な
い
場
合

■
入
所
人
員

要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
必
要
書
類

・
就
労
証
明
書
な
ど
入
所
の
理
由
と

な
る
証
明
書
類

・
源
泉
徴
収
票
な
ど
保
育
料
算
定
に

必
要
な
書
類

■
そ
の
他

・
入
所
申
し
込
み
に
あ
た
り
、
各
保

育
園
の
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い

・
在
園
児
は
各
保
育
園
を
通
じ
て
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　

児
童
福
祉
係

■
申
込
受
付
期
間

平
成
20
年
１
／
４
（金）
〜
25
（金）

※
閉
庁
日
を
除
く

※
受
付
期
間
終
了
後
の
申
し
込
み
は

希
望
す
る
保
育
園
へ
の
入
所
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

■
申
込
受
付
場
所

本
庁
地
域
福
祉
課
児
童
福
祉
係

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法

地
域
福
祉
課
、
三
隅
保
健
セ
ン
タ

ー
、
日
置
保
健
セ
ン
タ
ー
、
油
谷

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
保
育
園

に
備
え
付
け
の
入
所
申
込
書
に
必

年
額
　
　
５
、
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
係



小
学
３
・
４
年
男
子
の
部
（
1.5
㎞
）

①
小
松
海
（
仙
崎
み
す
ゞ
／
５：

35
）

②
重
中
龍
二
（
粟
野
ス
ポ
少
）

③
永
松
亮
（
粟
野
ス
ポ
少
）

小
学
３
・
４
年
女
子
の
部
（
1.5
㎞
）

①
上
田
恵
（
仙
崎
み
す
ゞ
／
５：

45
）

②
久
保
田
実
希
（
仙
崎
み
す
ゞ
）

③
飯
田
茉
子
（
仙
崎
み
す
ゞ
）

小
学
５
・
６
年
男
子
の
部
（
３
㎞
）

①
香
川
智
哉
（
仙
崎
み
す
ゞ
／
11：

06
）

②
新
江
田
綾
一
（
仙
崎
み
す
ゞ
）

③
久
保
江
涼
太
（
粟
野
ス
ポ
少
）

小
学
５
・
６
年
女
子
の
部
（
３
㎞
）

①
藤
田
千
穂
（
粟
野
ス
ポ
少
／
12：

57
）

②
古
田
未
来
（
仙
崎
ソ
フ
ト
ス
ポ
少
）

③
飯
田
恵
麻
（
仙
崎
バ
レ
ー
ス
ポ
少
）

中
学
生
男
子
の
部
（
５
㎞
）

①
森
田
浩
平
（
深
川
中
／
17：

56
）
②
原

田
裕
章
（
深
川
中
）
③
田
中
輝
（
深
川
中
）

中
学
生
女
子
の
部
（
４
㎞
）

①
杉
山
和
（
小
郡
中
／
17：

12
）

②
柴
田
香
菜
（
柴
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

高
校
生
男
子
の
部
（
10
㎞
）

①
岡
大
貴
（
長
門
高
／
42：

03
）
②
萩
原

平
太
郎
（
長
門
高
）
③
水
嶋
武
（
長
門
高
）

高
校
生
女
子
の
部
（
４
㎞
）

①
植
中
愛
美
（
長
門
高
／
20：

52
）

②
椙
谷
聖
華
（
長
門
高
）

一
般
Ａ
の
部
（
10
㎞
）

①
高
見
清
（
日
置
駅
伝
ク
ラ
ブ
／
36：

52
）

②
藤
田
栄
作
（
萩
市
）

11
月
18
日
、
旧
青
海
島
小
学
校
か
ら
青
海
湖
周
辺
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
で
競

う
「
第
14
回
青
海
島
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
の
部
か
ら

一
般
の
部
ま
で
約
150
人
が
参
加
し
、
沿
道
の
声
援
を
受
け
て
力
走
し
ま
し
た
。

お
も
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

③
沖
野
一
昭
（
ド
ラ
ビ
ッ
ツ
）

一
般
Ｂ
の
部
（
５
㎞
）

①
上
野
一
浩
（
川
村
建
具
店
／
20：
07
）

②
國
弘
敏
和
（
山
口
陸
亀
倶
楽
部
）

③
梅
本
成
利
（
長
門
市
）

一
般
女
子
の
部
（
４
㎞
）

①
前
田
玲
子
（
長
門
市
／
19：

46
）

②
國
弘
亜
希
（
山
口
陸
亀
倶
楽
部
）

ペ
ア
の
部
（
1.5
㎞
）

①
阿
波
慶
悟
・
浩
二
（
長
門
市
／
７：

51
）

②
久
保
田
純
平
・
正
彦
（
長
門
市
）

③
荒
川
弘
康
・
賀
奈
子
（
長
門
市
）

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
の
部
（
４
㎞
）

（
タ
イ
ム
設
定
に
よ
り
３
位
ま
で
表
彰
）

金
賞
…
杉
山
尚
（
萩
市
）

銀
賞
…
柴
田
由
美
（
柴
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

銅
賞
…
川
村
夕
佳
（
川
村
建
具
店
）

自
然
観
察
会
参
加
者
募
集

北
浦
自
然
観
察
会
で
は
次
の
と
お

り
自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

三
隅
上
中
小
野
高
砂

■
日
時

１
／
13
（日）

■
集
合
時
間
／
場
所
　

９：

00
／
萩
市
役
所
第
３
駐
車
場

■
参
加
費
　
１
、
５
０
０
円

下
関
市
豊
北
町
白
滝
山

■
日
時

２
／
17
（日）

■
集
合
時
間
／
場
所
　

８：

00
／
萩
市
役
所
第
３
駐
車
場

■
参
加
費
　
３
、
５
０
０
円

山
陽
小
野
田
市
竜
王
山

■
日
時

３
／
16
（日）

■
集
合
時
間
／
場
所
　

９：

00
／
萩
市
役
所
第
３
駐
車
場

■
参
加
費
　
３
、
５
０
０
円

共
通
事
項

■
携
行
品

弁
当
、
水
筒
、
手
帳
、
双

眼
鏡
、
杖
な
ど
（
靴
は
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
が
お
薦
め
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ

北
浦
自
然
観
察
会
（
永
井
）

TEL
０
９
０
‐
８
２
４
０
‐
９
７
８
５

山
口
県
の
最
低
賃
金

山
口
県
内
の
事
業
場
で
働
く
人
た

ち
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が
次
の

と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
最
低
賃

金
は
、
常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態
や
呼
称

を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
事
業
者
は
、
こ
の
最

低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃
金
で
労
働
者

を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
最
低
賃
金
に
は
「
精

勤
・
皆
勤
手
当
」、「
通
勤
手
当
」、「
家

族
手
当
」、「
時
間
外
・
休
日
手
当
」、

「
賞
与
」
な
ど
臨
時
に
支
払
わ
れ
る

賃
金
は
含
み
ま
せ
ん
。

山
口
県
最
低
賃
金

・
１
時
間
　
657
円

・
効
力
発
生
日
　
平
成
19
年
10
／
28

※
次
の
産
業
で
働
く
労
働
者
に
は
産

業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す

産
業
別
最
低
賃
金

・
効
力
発
生
日
　
平
成
19
年
12
／
15

■
鉄
鋼
業
、
非
鉄
金
属
製
錬
・
精
製

業
、非
鉄
金
属
・
同
合
金
圧
延
業
、

非
鉄
金
属
素
形
材
製
造
業
　

・
１
時
間
　
777
円

■
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械

器
具
、
電
子
部
品
、
デ
バ
イ
ス
製

造
業
　

・
１
時
間
　
713
円

■
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
　

・
１
時
間
　
756
円

■
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
　

・
１
時
間
　
701
円

■
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
山
口
労
働
局
賃
金
室

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
２

土
砂
災
害
防
止
の
た
め
の

現
地
調
査

山
口
県
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法

を
進
め
る
上
で
、
土
砂
災
害
の
発
生

の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
で
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

宅
地
や
が
け
、
渓
流
な
ど
に
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
立
ち

入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
調
査
区
域
　
油
谷
地
区
全
域
、
日

置
地
区
の
一
部

■
調
査
業
者
　
日
本
工
営
（株）
、
（株）
山

口
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

■
調
査
期
間
　
平
成
19
年
12
月
中
旬

〜
平
成
20
年
１
月
下
旬

■
調
査
時
間
　
９：

00
〜
日
没
ま
で

■
調
査
内
容
　

・
斜
面
の
勾
配
と
高
さ
を
確
認
す
る

た
め
の
測
量
、
周
辺
の
土
地
利
用

状
況
の
調
査

・
渓
流
の
斜
面
の
地
形
・
地
質
状
況

を
目
視
観
測
・
写
真
撮
影

※
宅
地
内
に
立
ち
入
る
場
合
は
一
言

挨
拶
し
て
入
り
ま
す
が
、
不
在
の

場
合
は
そ
の
ま
ま
立
ち
入
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
７
５
４

長
門
土
木
建
築
事
務
所

TEL
22
‐
５
３
１
９

長
門
市
役
所
都
市
建
設
課

TEL
23
‐
１
１
４
８

廃
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
等
の

適
正
処
理
に
つ
い
て

中
身
が
残
っ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

等
の
ゴ
ミ
出
し
に
よ
り
、
ゴ
ミ
収
集

車
の
車
両
火
災
や
ゴ
ミ
処
理
施
設
で

の
火
災
が
毎
年
多
発
生
し
て
い
ま

す
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
エ
ア
ゾ
ー

ル
缶
は
必
ず
中
身
の
ガ
ス
を
使
い
切

っ
て
ゴ
ミ
出
し
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
廃
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
の
収
集

や
処
理
時
の
事
故
を
低
減
す
る
た
め

に
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
に
中
身
排
出

機
構
を
付
け
る
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。中
身
排
出
機
構
と
は
、

缶
を
廃
棄
す
る
場
合
に
缶
の
内
部
に

残
留
す
る
充
填
物
を
確
実
に
出
し
切

る
た
め
の
仕
組
み
で
、
各
製
品
に
よ

り
様
々
な
方
法
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。
製
品
本
体
や
添
付
の
取
扱
説
明

書
に
使
用
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
よ
く
お
読
み
に
な
っ
て
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
９
９
２

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

長
門
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
「
書
き

そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２

０
０
８
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
平
成
元

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
世
界
寺
子

屋
運
動
」
の
一
環
で
、
住
所
や
名
前

を
書
き
間
違
え
、
投
函
し
な
か
っ
た

官
製
郵
便
ハ
ガ
キ
を
集
め
、
教
育
の

機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
人
へ
の
支

援
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。
支
援
開

始
以
来
、
43
カ
国
１
地
域
で
119
万
人

に
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち

や
、
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
人
た
ち

の
未
来
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

古
切
手
の
回
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
募
集
方
法

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
を
封
筒
に
入

れ
て
郵
送
、ま
た
は
市
役
所
本
庁
、

各
総
合
支
所
、
市
教
育
委
員
会
、

各
公
民
館
、
日
置
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
、
宗
頭
文
化
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
い
る
「
書
き
そ
ん
じ

ハ
ガ
キ
ボ
ッ
ク
ス
」
に
投
函

■
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4101
長
門
市
東
深
川
2660
‐
４

長
門
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
室
内

長
門
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局

TEL
22
‐
３
５
１
７

12月は
固定資産税

の納期月です。
12月25日（火）が納期限になって
いますので、早めに納付をお願
いします。また、12月25日（火）
が口座振替日になっていますの
で、残高確認をお願いします。

長
門
市
消
防
出
初
式

消
防
出
初
式
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
１
／
６
（日）

■
場
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
内
容
　

・
式
典
　
　
　
　
　
９：

10
〜

・
観
閲
行
進
　
　
　
10：

30
〜

・
人
員
機
材
点
検
　
11：

10
〜

・
一
斉
放
水
　
　
　
11：

30
〜

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
消
防
団
係

固
定
資
産
の
現
況
が
変
更

に
な
っ
た
人
は
ご
連
絡
を

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
状
況
に
応
じ
て
、
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
現
況
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
正
確
で
公
平
な
課
税

を
す
る
た
め
、
平
成
19
年
中
に
次
の

よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
人
は
12
月
28

日
（金）
ま
で
に
本
庁
税
務
課
固
定
資
産

税
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
課
税

務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
土
地
の
利
用
状
況
の
変
更
（
現
況

地
目
の
変
更
、
雑
種
地
の
造
成
等

の
状
態
変
更
）

・
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
（
一
部

取
り
壊
し
も
含
み
ま
す
）

・
家
屋
を
改
築
し
て
用
途
を
変
更
し

た
と
き

・
未
登
記
家
屋
で
、
売
買
・
相
続
等

に
よ
り
所
有
者
を
変
更
し
た
と
き

■
問
い
合
わ
せ
　

固
定
資
産
税
係

街

頭

献

血

■
日
時
・
場
所
　

12
／
17
（月）

・
９：

30
〜
11：

30

水
産
高
校

・
12：

30
〜
13：

30

JA
深
川
養
鶏
製
菓
工
場

・
15：

00
〜
16：

30
JA
長
門
大
津
本
所

12
／
20
（木）

・
９：

30
〜
11：

30三
隅
総
合
支
所

・
13：

30
〜
16：

30

山
口
福
祉
専
門
学
校

■
そ
の
他

・
400
ml
、
200
ml
献
血
を
行
い
ま
す

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
手
帳
を
持
参

く
だ
さ
い

・
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
係



ー
ド
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、
切
り
替
え
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ゆ
や
分
館
、
本
館
で

事
前
に
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
利
用
カ
ー
ド
の
引
渡
し

は
３
月
１
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

利
用
カ
ー
ド
切
り
替
え
に
つ
い
て
、
不
明
な

点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
本
館
・
分
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ま
だ
利
用
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
人
も
、
是
非
こ
の
機
会
に

作
成
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ

本
館
は
12
月
29
日
（土）
か
ら
１
月
４
日
（金）
ま
で

休
館
と
な
り
ま
す
。（
１
月
４
日
（金）
は
開
館
準
備

作
業
の
た
め
閉
館
し
ま
す
が
、
分
館
は
１
月
４

日
（金）
か
ら
利
用
で
き
ま
す
）

12
／
24
（月）
は
本
館
の
み
開
館
し
ま
す

12
月
24
日
（月）
は
23
日
（日）
天
皇
誕
生
日
の
振
替

休
日
で
す
が
、
本
館
の
み
開
館
し
ま
す
。

翌
25
日
（火）
は
本
館
・
分
館
と
も
休
館
し
ま
す
。

12
月
23
日
（日）
は
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
開
館
時
間
／
本
館

９：

30
〜
17：

00
時
、
分
館
９：

00
〜
17：

00
）

１
／
14
（月）
は
本
館
の
み
開
館
し
ま
す

１
月
14
日
（月）
は
成
人
の
日
で
祝
日
で
す
が
、

本
館
の
み
開
館
し
ま
す
。
開
館
時
間
は
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

翌
15
日
（火）
は
休
館
し
ま
す
。

ゆ
や
分
館
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

図
書
館
シ
ス
テ
ム
統
合
の
た
め
、
平
成
20
年

３
月
１
日
か
ら
、
ゆ
や
分
館
の
図
書
館
利
用
カ

１／５（土）13：30～

「トムとジェリー⑰」
（47分）

１／26（土）13：30～

「雪の女王」
（63分）

新
着
図
書
（
本
館
／
一
部
）

「
好
き
、
だ
か
ら
こ
そ
」
小
手
鞠
る
い
、「
つ
く

も
が
み
貸
し
ま
す
」
畠
中
恵
、「
望
み
は
何
と
訊

か
れ
た
ら
」小
池
真
理
子
、「
死
都
日
本
」石
黒
耀
、

「
約
束
の
地
で
」
馳
星
周
、「
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ア
ン
１

９
８
８
」海
堂
尊
、「
あ
じ
さ
い
日
記
」渡
辺
淳
一
、

「
老
春
も
愉
し
」
瀬
戸
内
寂
聴
、「
男
感
覚
女
感
覚

の
知
り
方
」
遠
藤
周
作
、「
芥
川
龍
之
介
短
篇
集
」

芥
川
龍
之
介
、「
お
殿
様
た
ち
の
出
世
」
山
本
博

文
、「
憎
ま
れ
役
」
野
中
広
務
、「
鉄
板
病
」
お
ち

ま
さ
と
、「
世
の
中
が
わ
か
る
○
○
主
義
の
基
礎

知
識
」
吉
岡
友
治
、「
内
村
鑑
三
の
〈
代
表
的
日
本

人
〉」
童
門
冬
二
、「
団
塊
力
で
本
を
出
そ
う
」
加

藤
美
勝
、「
そ
れ
で
も
、
ゆ
と
り
教
育
は
間
違
っ

て
い
な
い
」
寺
脇
研
、「
図
説
ド
イ
ツ
の
歴
史
」

石
田
勇
治
、「
農
家
が
教
え
る
自
給
農
業
の
は
じ

め
方
」
中
島
正
、「
わ
が
家
で
育
て
る
果
樹
＆
ベ

リ
ー
１
０
０
」
主
婦
の
友
社
、「
人
気
の
ふ
る
さ

と
野
菜
」
主
婦
の
友
社
、「
帽
子
の
基
礎
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
」
ク
ラ
イ
・
ム
キ
　
ほ
か

探偵ガリレオ
東野圭吾／著
文藝春秋／出版

突然、燃え上がった若
者の頭、心臓だけ腐っ
た男の死体、池に浮ん

だデスマスク、幽体離脱した少年…、警
視庁捜査一課の草薙俊平が説明のつかな
い難事件にぶつかったとき、必ず訪ねる
友人がいる。天才科学者湯川学が常識を
超えた謎に挑む連載ミステリーです。

油
谷
新
別
名
に
あ
る
八
幡
人
丸
神
社
は
、

九
州
か
ら
石
見
へ
向
か
う
途
中
に
こ
の
地
に

滞
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
万
葉
の
歌
人
・
柿

本
人
麻
呂
を
祀
る
神
社
で
あ
る
。

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）、
弓
弦
葉

ゆ

づ

り

は

山
八

幡
宮（
新
別
名
八
幡
宮
）に
人
丸
神
社
を
合
祀

し
て
八
幡
人
丸
神
社
と
称
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
以
後
、
御
旅
所
と
な
っ
た
旧
八
幡
宮
跡

地
に
は
、
県
指
定
天
然
記
念
物
の
ヒ
ノ
キ
巨

樹
が
あ
る
。
目
通
り
周
囲
四
・
七
二
ｍ
、
根
廻

り
七
・
五
〇
ｍ
、
高
さ
約
二
〇
ｍ
で
、
県
内
で

は
ま
れ
に
見
る
巨
樹
で
あ
る
。

八
幡
人
丸
神
社
に
は
多
く
の
貴
重
な
文
化

財
が
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、

宝
物
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
書
跡
や
典
籍
類

は
、
柿
本
人
麻
呂
を
和
歌
の
神
と
す
る
信
仰

を
背
景
に
し
て
歌
人
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

和
歌
な
ど
で
あ
る
が
、
時
代
を
超
え
て
多
く

の
作
品
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
、

五
点
は
「
八
幡
人
丸
神
社
伝
来
の
寄
進
奉
納

の
書
跡
・
典
籍
類
」と
し
て
、
市
指
定
有
形
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
指
定
有
形
文
化
財
の
「
御
国
廻

お
ん
く
に
ま
わ
り

御
行
程
記

お
ん
こ
う
て
い
き

七
の
下
絵
本
」は
、
寛
保
二
年（
一

七
四
二
）
六
代
藩
主
毛
利
宗
広
が
御
国
廻
り

八
幡

や

は

た

人
丸

ひ
と
ま
る

神
社

伝
来
の
宝
物

八幡人丸神社古典樹苑

八幡人丸神社

仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
、

12
月
１
日
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、

見
島
北
灯
台
（
萩
市
）
か
ら

の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像
の
提

供
を
開
始
し
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
映
像
は
「
目
で
見
る
海
の

安
全
情
報
」
と
し
て
海
上
模
様
や
船
舶
の
通
航

状
況
等
を
動
画
で
提
供
す
る
も
の
で
、
パ
ソ
コ

ン
ま
た
は
携
帯
電
話
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

携
帯
ア
ド
レ
ス
は

http://w
w
w
6.kaiho.m

lit.go.jp/senzaki/m
/

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
愛
に
似
た
も
の
」
唯
川
恵
、「
悪
魔
の
さ
さ
や

き
、天
使
の
寝
言
」赤
川
次
郎
、「
い
の
ち
の
記
憶
」

岩
合
光
昭
、「
警
官
の
血
（
上
・
下
）」
佐
々
木
譲
、

「
う
え
き
ば
ち
で
す
」
川
端
誠
、「
お
し
り
か
じ
り

虫
う
た
と
お
ど
り
の
ほ
ん
」
う
る
ま
で
る
び
、

「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ぎ
ん
の
く
ま
」
マ
レ
ー

ク
・
ベ
ロ
ニ
カ

ほ
か

見
島
北
灯
台
に

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
！

（
領
国
内
巡
視
）を
し
た
際
、
随
行
し
た
有
馬

喜
惣
太
に
よ
り
描
か
れ
た
案
内
絵
地
図
の
下

絵
で
、
赤
間
関
街
道
北
浦
道
筋
沿
線
の
景
観

が
精
巧
に
描
か
れ
て
い
る
。（
藩
主
用
清
書

全
七
巻
は
山
口
県
文
書
館
に
所
蔵
）

境
内
に
あ
る
古
典
樹
苑
は
、
大
正
時
代
に

つ
く
ら
れ
た
植
物
園
で
、
万
葉
集
や
古
事
記

を
は
じ
め
、
室
町
時
代
以
前
の
古
典
の
中
に

登
場
す
る
草
木
を
採
集
さ
れ
て
植
樹
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
約
一
八
〇
種
あ
る
植
物
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
古
名
・
現
名
に
和
歌
が
そ
え
ら

れ
た
説
明
が
つ
い
て
い
る
。

境
内
か
ら
眼
下
を
見
渡
せ
ば
掛
淵
川
が
緩

や
か
に
流
れ
、
油
谷
湾
が
ま
ぶ
し
く
輝
い
て

い
る
。
人
麻
呂
が
こ
の
景
観
に
魅
せ
ら
れ
て

三
年
の
歳
月
を
過
ご
し
た
と
い
う
。
朝
夕
の

眺
望
を
「
向
津
具
の
奥
の
入
江
の
さ
ざ
浪
に

海
苔
か
く
海
士
の
袖
は
濡
れ
つ
つ
」
と
詠
み

残
し
都
へ
帰
還
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

八幡人丸神社御旅所のヒノキ巨樹

第
３
回
図
書
館
ま
つ
り
に
多
数
の
ご
来
場
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
く
さ
ん
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
古
本
市
で
は
、
多
数
の
本

が
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
図
書
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
一
同
】



11
月
24
日
、
油
谷
子
ど
も
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
が
ラ
ポ

ー
ル
ゆ
や
で
行
わ
れ
、
２
回
の
公
演

に
市
内
外
か
ら
約
１
、
０
０
０
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

５
作
目
と
な
る
今
作
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
王
道
と
い
わ
れ
る
「
オ
ズ
の

魔
法
使
い
」
に
挑
戦
。
下
関
市
民
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
の
会
代
表
の
伊
藤
寿
真
男
さ
ん
が
脚
本
・
演
出
を
手
が

け
、
市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
29
人
が
出
演
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
歌
と
踊
り
に
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

油
谷
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

愛
と
勇
気
に
感
動




